18世紀ベルリンにおける亡命ユグノーの出版者たち : R.ロジェとA.デュサラによる『ダヴィッド詩篇集』の出版をめぐって by 七條 めぐみ
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18 世紀ベルリンにおける亡命ユグノーの出版者たち































　ベルリンでは 17 世紀後半～ 18 世紀にかけての人口増加にともない、印
刷・製本業者の数が急激に増加した。ある統計では、1690 年には街の人口
約 21500 人に対して 2 名の印刷業者しかいなかったが、1750 年には人口約
113000 人に対し、印刷業者は 11 名に増加したという 2。そのような中で、
ベルリンに亡命したユグノーたちは当初、印刷業者よりも登録が容易な製本業
者として書籍産業に参入した。ガイスラーによると、1678 年には 7 名だった
製本業者が 10 年後には 15 名になり、1689 年にはそれ以上製本業者が増え















以降に亡くなった 4。書籍業者としては、1688 年にフリードリヒ 1 世よりフ
ランス語書物の出版に対する允許（Privilège）を獲得し、「選帝侯の印刷家か
つ書籍商」の称号、1701 年からは「王の印刷家かつ書籍商」の称号で活動した。R. 









蔵調査を行った。その結果 57 点の書物が確認され、そのうち 1 点をのぞく全
てがフランス語で書かれていた。出版地に関しては、ベルリンが 37 点、アム












業者として活動し、1701 年頃から出版業にも参入した。この頃から R. ロジェ
との同業者としてのつながりがあり、1702 年には後継として允許を獲得する
が、1704 年にヴェッセルにそれを売り渡している。デュサラはしばらくヴェッ













Estienne Roger（1665/66-1722）のベルリンにおける代理人でもあった。 E. 
ロジェの 1708 年の出版カタログには「宮廷の書籍商・印刷家」としてデュサ















（１）1701 年～ 31 年に出版された詩篇集の内訳
　『ダヴィッド詩編集』は R. ロジェとデュサラによる唯一の音楽関連出版物で
ある。出版は 1701 年から 31 年にかけて行われ、その内訳は表 1（次ページ）
の通りである。
　1701 年には R. ロジェとデュサラによって合計六つの『ダヴィッド詩篇集』
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10 mixed muses no.15
が出版された。R. ロジェによる版はベルリン州立図書館に五つのバージョン
があったが、そのうち三つ（En 1333, En 1335, En 1336）は第二次世界大戦
により失われた。図書館の所蔵記録と、1932 年に刊行されたレンツの研究に
よると、これらはすべて 8 つ折り判で、ページ数は 474 から 800 までかなり
の幅があるが、詩篇集の序文として「地方教会会議の抄録」を含む点で共通し
ている。また、現存する二つのバージョン（En 1331, En 1332）のうち、En 
1331 には無記名の「緒言」が付けられ、そこで詩篇集の成立と歴史的価値に
ついて述べている 8。
　1701 年のデュサラによる版（En 1340）は 8 つ折り判により、418 ページ
からなる。R. ロジェによるどの版よりもページ数が少ないのは、詩篇集の序
文をまったく含まないからである。デュサラ版はこのほかに、1704 年（Bw 
1848）、1711 年（En 1400）、1730 年（SA 431）、1731 年（En 1488） の
ものが確認されており、そのうち 1711 年版以外が現存する。判型は、1704
年版のみが 4 つ折りで、その他は 8 つ折り判である。また、1704 年版には R. 
ロジェによる版（En 1332）と共通する文言が含まれるものの、削除あるいは
変更された部分も見られる。一方で、1730 年版は 8 つ折り判ながら 344 ペー
ジと比較的短く、1704 年版に見られる序文や教義的内容がすべて省略されて
いる。
　ベルリンでは R. ロジェとデュサラ以外にも、1723 年にゴットハルト・
シュレヒティガー Gotthard Schlechtiger9、1740 年と 41 年にローラン未亡
人 Veuve Laurent によってフランス語詩篇集の出版が行われた。シュレヒティ
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（２）R. ロジェ版（En 1332）とデュサラ版（Bw 1848）の構成・相違点
　本節では、R. ロジェとデュサラが出版した『ダヴィッド詩篇集』に関して、
最も大部で内容が充実している 1701 年の En 1332 を中心に、その構成と序
文等を検討したのち、唯一 4 つ折り判で出版され、内容の大幅な変更が見ら
れる 1704 年版（Bw 1848）との比較を行う。



































絵は、En 1332 だけでなく 1701
年のデュサラ版である En 1340、
1730 年の SA 431 でも共通して見
られる。
















年 4 月 27 日」16 である。ここでは地方会議が、フランス王の参事官兼秘書官
であった「故コンラート氏」に、詩篇集の古い版を「時の経過と慣例によって
図 1. 『ダヴィッド詩篇集』の表紙絵




している」18 と判断されたという。この記録が 1679 年付けであること、また
教会会議がピカルディやシャラントンなどフランスの地方におけるものである




った故 V. コンラート氏により、マロとベーズの旧版を修正された」19 という
文言が見られる。マロとベーズはもちろん、16 世紀の宗教改革時に詩篇をフ
ランス語訳し、『ジュネーヴ詩篇集』をまとめた詩人クレマン・マロ Clément 










ンス語の詩篇集の印刷に対する 1701 年 8 月 13 日付けの許可文が掲載され
ている。書かれている内容によると、R. ロジェは 1696 年 4 月 10 日にすで
に 10 年間の允許を得ていたが、「その間、この著作を進めるのを妨げられ、
1700 年 12 月 15 日まで完成することができず、そのため允許を生かすこと
なく期間の半分が過ぎてしまった」20。R. ロジェは新たな允許の取得を懇願し、
それによって 1700 年 12 月 15 日から向こう 10 年間において詩篇集の「唯
一の印刷家」となることが認められた。彼に損害を与えたり、海賊版を発行し
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たりした場合には、「帝国内外のあらゆる印刷家、書籍商、製本業者、その他
何者であろうとも」21200 ライヒスターラーの罰金が科されることになった。




散見される 22。その後、ブランデンブルク選帝侯フリードリヒ 3 世は、1700
年 12 月 13 日に神聖ローマ皇帝より王の称号を名乗ることを許され、翌年 1
月 18 日にプロイセン王フリードリヒ 1 世となった。それに伴い、R. ロジェ
は 1701 年から「王の印刷家・書籍商」を名乗っている。すなわち、R. ロジ
ェはブランデンブルク選帝侯がプロイセン王となり、より拘束力の高い允許
を発行することができるようになった段階で、詩篇集の出版に踏み切ったの
ではないかと考えられる。また、En 1332 で言及される新たな允許は 1700
年 12 月 15 日から有効であるのに対し、王による許可文はそれより半年以上
遅い、1701 年 8 月 13 日付けである。この「時間差」に関してレンツは、En 
1332 よりも前に出版された版（En 1331）では許可文が 1700 年 4 月 10 日
付けでありながら、出版日としては 1700 年 12 月 15 日が刻まれていると
指摘する 23。このような状況を鑑みると、En 1332 において允許の有効期間


































許においては、R. ロジェ版の内容が繰り返された後に、1702 年 11 月 4 日付
けの補足が見られる。そこでは、R. ロジェがプロイセンを去ったため、フリ

































2 Ernst Crous, 1929, Der Werdegang des Berliner Buchdrucks,  Berlin, p. 9.
3 Rolf Geissler, 1988, “Die Hugenotten im literarischen Leben Berlins,“ In: Hugenotten in 
Berlin. Gottfried Bregulla ed., Berlin, p. 382.













6 1683 年に出版された Jean Claude の Réponse au livre de Monsieur l’évesque de Meaux 
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Ulrich Lenz, 1932, Der Berliner Musikdruck von seinen Anfängen bis zur Mitte des 18. 
Jahrhunderts , Hamburg, p. 84.（以下 Lenz 1932）
9 「王と科学協会の印刷家」の肩書をもつ人物である。
10 Lenz 1932, p. 85.
11 “d’avoir une Editions plus correctes & en meilleure papier“, “de regler le Prix des Pseaumes 
& du Nouveau Testament, pour le Public“
12 Lenz 1932, p. 85.
13 “Toutes Nations Loüez l’Eternel Tous Peuples Celebrez le Ps. 117. Toutes gens Loüez le 
Seigneur Tous Peuples chantez son honeur“
14 “Louez l'Eternel, vous toutes les nations, Célébrez-le, vous tous les peuples“
15 LES / PSEAUMES / DE DAVID / EN VERS, / AVEC LA LITURGIE. / Nouvelle Edition 
retouchée une dernié- / re fois, sur toutes celles qui / ont précédé. / A BERLIN, / Chez 
Rober Roger, Imprimeur / & Libraire du Roi. / M. DCCI. / Avec Privilége de Sa Majesté.（斜
線は改行を示す）
16 “Extrait des Actes du Synode Provincial de l’Isle de France, Picardie, Champagne, & Païs 
Chartrain, assemblé à Charenton, le vingt-septiéme Avril, 1679“
17 “pour l’accomoder aux changemens que le temps & l’Usage ont apportez à la langue“
18 “trés-propre pour servir à l’édification publique“
19 "Retouchez sur l'ancienne version de CL. MAROT & de TH. DE BEZE, Par feu M. V. 
CONRART Conseiller & Secretaire du Roy"
20 “ayant été empêché d’avancer cet Ouvrage dans ledit temps, ne l’ayant pû même achver 
avant le 15. de Décembre de l’Année 1700 à raison de quoi la moitié du temps dudit 
Privilége s’est écoulée ; sans qu’il en ait pû profiter“
21 “à tous & chacun Imprimeurs, Marchands Libraires & Relieurs de Nos Etats, tant dedans 
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que dehors l’Empire & à tous autres, quels qu’ils puissent être“
22 例 え ば、1698 年 に 出 版 さ れ た『 ジ ャ ン ＝ バ テ ィ ス ト JEAN BAPTISTE EN VERS 
HEROIQUES.  Par Monsieur V*** A BERLIN, Chez ROBERT ROGER, Imprimeur & Libraire 
de S. A. E. M. DC. XCVIII. AVEC PERMISSION』（プロテスタンティズム史協会図書館所蔵、
請求記号：8°11 712/3 Rés）
23 Lenz 1932, p. 84.
24 “Ceux qui trouvent de la difficulté à donner au chant des Pseaumes le ton naturel ou 
ordinaire, à cause de la variété des Clefs, pourront facilement par cette réduction s’en 
proposer un qui soit fixé & arrêté, en commençant toûjour depuis l’ut de la plus basse 
ligne jusqu’à la Notte qui ouvre le Chant ; Ce que les Lecteurs ou Chantres sont exhortez d’
observer à l’avenir, afin de rendre la façon de psalmodier plus réguliére & moins pénible. “
25 “PSEAUMES / DE DAVID, / EN VERS, / Avec les Oraisons, la Liturgie, le Caté- / chisme, la 
Confession de Foi / des Eglises Réformées. “
